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iパス回斌パス／
i　NHKのニュース番組rイブニングネットワークi

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l新潟」で今月1日、中里村が紹介され、l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　等
1雪上サッカー全国大会優勝に向けて熱の入

1る、田沢フットボールクラブの練習風景が放蒐

送されました。
この広報紙は、再生

紙を使っています。



　
清
津
峡
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
早
速
、
今
月
十
四

日
か
ら
新
し
い
教
室
で
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
新
校
舎
の
建
築
費
用
は
三
億
九
千
万
円
あ
ま
り
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
で
、
一
階
は
乾
燥
室
七
〇
㎡
（
ピ
ロ

テ
ィ
ー
五
四
二
㎡
）
。
二
階
は
六
＝
二
㎡
で
、
玄
関
・
多
目
的

ホ
ー
ル
・
和
室
・
家
庭
科
室
・
保
健
室
・
放
送
室
・
校
長
室
・

職
員
室
・
調
理
室
・
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
三
階
は
五
九
〇
㎡

で
、
普
通
教
室
三
室
・
視
聴
覚
室
・
図
書
ラ
ウ
ン
ジ
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
・
理
工
室
・
音
楽
室
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
校
舎
の
特
徴
は
、
屋
上
か
ら
自
然
光
を
取
り
入
れ
る

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
式
の
吹
き
抜
け
が
あ
る
こ
と
や
、
地
形
を
利

用
し
た
広
い
ピ
ロ
テ
ィ
ー
、
複
式
学
級
に
合
わ
せ
た
部
屋
の

配
置
、
全
員
で
食
事
の
で
き
る
食
堂
が
あ
る
こ
と
等
で
す
。

　
六
角
形
の
ざ
ん
新
な
外
観
と
、
サ
ン
ル
ー
フ
や
板
張
り
の

床
を
施
し
た
内
部
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
「
こ
れ
が
小
学
校
？
」

と
思
う
ほ
ど
。
子
供
た
ち
も
こ
の
校
舎
に
刺
激
さ
れ
、
創
造

力
を
大
い
に
伸
ば
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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、

顎
鰍

人体のツボを説明する須甲先生

倉
診
で
薬
物
療
法
と
合
わ
せ
て
八
リ
治
療

　
倉
俣
診
療
所
長
の
須
甲
達
也
先
生

は
、
昨
年
四
月
の
着
任
の
時
か
ら
ハ

リ
治
療
も
行
っ
て
お
り
、
お
年
寄
り

に
大
変
好
評
で
す
。

　
須
甲
先
生
は
卒
後
研
修
の
時
、
い

く
つ
か
受
け
た
研
修
の
一
つ
と
し
て

麻
酔
科
の
先
生
に
ハ
リ
治
療
を
教
わ

り
、
日
常
診
療
に
も
取
り
入
れ
て
い

る
も
の
で
、
五
十
肩
や
腰
痛
、
ひ
ざ

の
痛
み
な
ど
に
、
薬
物
療
法
と
生
活

指
導
、
そ
れ
に
ハ
リ
を
組
み
合
わ
せ

た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
ハ
リ
治
療
は
、
体
に
打
っ

た
ハ
リ
に
電
気
を
通
し
て
筋
肉
の
血

行
を
良
く
す
る
も
の
で
、
「
ハ
リ
治
療

は
自
然
治
ゆ
力
に
は
ず
み
を
つ
け
る

た
め
の
一
助
で
、
基
本
は
あ
く
ま
で

も
、
本
人
の
心
掛
け
で
悪
い
生
活
習

慣
を
正
す
こ
と
。
特
に
、
同
じ
姿
勢

を
取
り
続
け
ず
に
、
様
々
な
姿
勢
と

動
作
で
柔
軟
な
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
腰
痛
症
の
場
合
、
事
務
仕

事
の
人
は
イ
ス
に
す
わ
り
続
け
ず
に
、

こ
ま
め
に
動
く
こ
と
、
農
作
業
で
腰

を
か
が
め
る
人
は
、
頻
繁
に
背
す
じ

を
伸
ば
し
て
体
操
を
取
り
入
れ
る
こ

　
　
　
〃

　
　
　
／

と
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
一
般
の
人
は
速
足
で
歩

く
こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と
が
、
手
軽

に
で
き
る
予
防
法
と
の
こ
と
。

　
診
療
所
で
は
、
ハ
リ
治
療
だ
け
希

望
の
方
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

初
め
て
の
ス
キ
ー
、
う
ま
く
滑
れ
た
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
の
子
ら
雪
国
の
味
に
「
お
い
し
い
」
を
連
発

叢
．
轟
、

　
先
月
七
日
の
夕
方
、
沖
縄
か
ら
「
な

か
さ
と
交
流
会
」
の
一
行
三
十
人
が

村
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
雪
国
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
訪
門
し
た
の
は
、
宇
江
城
教

育
長
を
団
長
と
す
る
小
学
生
十
二

人
、
中
学
生
八
人
、
そ
れ
に
引
卒
者

十
人
の
計
三
十
人
で
、
滞
在
し
た
三

日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
八
日
の

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
体
験
で

は
、
素
晴
ら
し
い
青
空
の
下
で
ス
キ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
子
供
た
ち

は
、
滞
在
先
の
家
庭
で
出
さ
れ
た
納

豆
や
も
ち
、
野
沢
菜
漬
な
ど
、
暖
か

な
沖
縄
で
は
味
わ
え
な
い
“
雪
国
な

ら
で
は
の
味
”
に
「
お
い
し
い
」
を

連
発
。
島
に
帰
っ
た
子
供
た
ち
か
ら

「
是
非
も
う
一
度
、
雪
国
に
遊
び
に

行
き
た
い
」
と
い
う
手
紙
が
受
け
入

れ
家
庭
に
届
い
て
お
り
、
沖
縄
の
子

供
た
ち
の
目
に
は
、
雪
国
の
生
活
が

と
て
も
魅
力
的
に
映
っ
た
よ
う
で
す
。

「キャー、助けて一」
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高齢社会をテーマにしたポパイの会の寸劇講演を行う中山先生

　　　　　　　　　　『　　　　　　　∠〉乃や

論融’1

ポ
パ
イ
の
会
の
寸
劇
を
楽
し
む

　
母
子
愛
育
会
・
婦
人
会
・
農
協
婦

人
部
同
研
修
会
が
先
月
二
十
二
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
母
子
愛
育
会
県
大
会
な
ど
の
研
修

報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
来
た
る
べ

き
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
心
の
持

ち
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
「
輝
け

高
齢
社
会
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
劇
は
、
農
協
婦
人
部
の
「
ポ

パ
イ
の
会
」
の
皆
さ
ん
七
人
に
よ
り

演
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
高
齢
者
の
心

の
持
ち
よ
う
や
介
護
用
品
の
紹
介
が
、

わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
地
元
の
言
葉

で
お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ
ら
れ
、

出
席
者
は
大
笑
い
し
た
り
、
ま
た
う

な
ず
い
た
り
と
、
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
表
．

　
ポ
パ
イ
の
会
の
皆
さ
ん
は
、
中
条

病
院
で
行
わ
れ
た
寸
劇
に
刺
激
さ
れ
、

自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
と
始
め

た
も
の
で
、
会
員
は
十
三
人
。
本
家

本
元
の
中
条
病
院
長
を
前
に
し
た
上

演
に
「
少
し
緊
張
し
ま
し
た
」
と
の

こ
と
で
す
が
、
院
長
先
生
も
劇
の
仕

上
が
り
に
す
っ
か
り
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
中
条
病
院
長
の
中
山
康

夫
先
生
が
、
「
食
生
活
と
ア
レ
ル
ギ
ー
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
先
生
は
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー

の
一
番
の
原
因
は
食
生
活
の
変
化
と

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
物

質
で
、
栄
養
の
取
り
過
ぎ
、
特
に
動

物
性
タ
ン
パ
ク
質
と
脂
肪
が
増
え
た

た
め
に
、
体
が
太
っ
て
き
た
こ
と
が

間
題
だ
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
は
乳

児
の
と
き
に
作
ら
れ
や
す
く
、
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
等
は
発
育
に
と
っ
て

は
大
事
な
も
の
だ
が
、
少
し
量
が
多

た
め
池
の
改
修
を
機
に
手
作
り
公
園

景
観
を
生
か
し
て
ロ
グ
パ
ウ
ス
風
建
物
を
建
築

　
芋
沢
集
落
の
用
水
と
な
る
、
山
の

根
た
め
池
の
復
旧
工
事
が
昨
年
完
成

し
、
先
月
二
十
三
日
、
芋
沢
公
民
館

で
竣
工
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
池
は
明
治
初
年
ご
ろ
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
四
十
五
年

の
豪
雨
の
際
に
は
水
が
堤
を
越
え
た

た
め
、
芋
沢
集
落
で
改
修
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
漏
水
が
激
し

く
な
り
、
貯
水
に
も
事
欠
く
状
態
と

な
っ
た
た
め
、
総
工
費
二
千
百
万
円

余
り
を
か
け
て
、
県
営
事
業
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
め
池
の
景
観
が
美
し
く
変
わ
っ

た
の
を
機
に
、
昨
年
秋
、
芋
沢
集
落

で
は
た
め
池
近
く
の
林
の
中
に
、
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
の
建
物
を
設
置
し
た
公

園
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、

村
の
集
落
環
境
整
備
事
業
を
利
用
し

た
も
の
で
、
集
落
の
人
た
ち
が
手
分

け
し
て
、
一
カ
月
以
上
か
け
て
コ
ツ

コ
ッ
と
作
り
上
げ
た
も
の
。

　
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
く
の
ど
か

な
こ
の
公
園
は
、
集
落
の
人
た
ち
の

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
ぎ
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
し

ま
う
。
乳
児
を
早
い
時
期
か
ら
歩
か

せ
よ
う
と
、
離
乳
食
を
早
め
て
卵
や

牛
乳
な
ど
を
取
ら
せ
る
と
、
こ
れ
ら

の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
く
、
ま

た
、
子
供
を
母
乳
で
育
て
る
に
こ
t

た
こ
と
は
な
い
が
、
母
親
が
妊
娠
中

に
タ
ン
。
ハ
ク
質
を
取
り
過
ぎ
る
と
、

母
乳
で
育
て
て
も
子
供
は
ア
レ
ル
ギ

ー
に
な
り
や
す
い
の
で
、
母
親
の
食

べ
物
に
は
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

力を合わせて作り上げた建物

平成6年3月10日広報なかさと

、



盤

表彰を受けた高橋さん㈲と山本さん㈲

高
橋
重
恭
さ
ん
に
厚
生
省
生
活
衛
生
局
長
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
食
品
衛
生
の
向

上
・
発
展
に
努
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
上
山
の
高
橋
重
恭
さ
ん
と
山

崎
の
山
本
健
吉
さ
ん
が
、
食
品
衛
生

功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

山
本
健
吉
さ
ん
に
は
県
知
事
表
彰
が

　
高
橋
さ
ん
は
、
先
月
川
崎
市
で
開

か
れ
た
食
品
衛
生
協
会
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
席
上
、
厚
生
省
生

活
衛
生
局
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
も

の
で
、
県
内
か
ら
は
高
橋
さ
ん
を
含

め
て
二
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
さ
ん
は
、
昨
年
十
一

月
に
行
わ
れ
た
県
食
品
衛
生
大
会
に

お
い
て
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
昭
和
四
十
年
か
ら
食

品
衛
生
に
関
す
る
指
導
員
を
勤
め
ら

れ
、
そ
の
後
、
郡
市
食
品
衛
生
協
会

が
組
織
さ
れ
て
か
ら
は
役
員
に
就
任
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

は
“
、
ツ
　
　
　
自
　
　
　
　
×
振
一
・
　
　
彫

　
地
区
住
民
の
結
び
つ
き
を
深
め
よ

う
と
先
月
二
十
七
日
、
U
モ
ー
ル
で

「
田
沢
第
三
地
区
振
興
会
芸
能
大

会
」
が
開
か
れ
、
お
酒
や
つ
ま
み
、

繍

弁
当
を
持
参
し
た
人
た
ち
が
、
舞
台

の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
演
芸
に
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

奪
灘
灘

二
回
目
の
開
催
と
な
る
も
の
で
、
歌

あ
り
踊
り
あ
り
、
更
に
今
年
は
手
品

や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ま
た
、
か
わ

い
い
子
供
の
踊
り
も
加
わ
る
な
ど
多

難

　霧難鑛
鱒
・

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
集
ま
っ
た
五

百
人
の
人
た
ち
は
、
時
の
経
つ
の
も

忘
れ
て
舞
台
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

聴



村民スキー大会の表彰式（中学生の部）

吹
雪
を
突
い
て
滑
走
！
渕
端
ゑ
野
H
転
ツ
絵
開
か
れ
る

　
先
月
六
日
㈲
、
猛
吹
雪
の
中
、
村

民
ス
キ
i
大
会
が
清
津
ス
キ
i
場
を

会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
的
な
大
荒
れ
に
よ
．

り
近
隣
の
ス
キ
ー
場
は
ほ
と
ん
ど
閉

鎖
さ
れ
る
状
態
で
し
た
が
、
ス
キ
ー

場
の
好
意
も
あ
っ
て
強
行
。
こ
の
地

吹
雪
の
た
め
一
発
勝
負
で
タ
イ
ム
ア

タ
ッ
ク
す
る
事
に
決
定
。
コ
ー
ス
を

強
く
吹
き
上
げ
る
向
い
風
に
泣
か
さ

れ
た
選
手
た
ち
で
す
が
、

と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
一
～
四
年

・　　女　　男
巨　　子　　 子
芝三二一三二一
こ位位位位位位

次
の
結
果

富
井
　
直
行
（
田
　
沢
）

桑
原
　
祐
大
（
倉
俣
小
）

古
高
　
洋
行
（
高
道
山
小
）

上
原
　
麻
美
（
田
沢
小
）

太
島
美
和
子
（
田
沢
小
）

村
山
　
純
子
（
田
沢
小
）

男
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

女
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

中
学
生

男
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

村
山
　
達
章
（
田
沢
小
）

徳
永
　
俊
之
（
田
沢
小
）

柳
祐
貴
（
田
沢
小
）

服
部
江
梨
子
（
田
沢
小
）

清
滝
　
千
恵
（
田
沢
小
）

太
島
菜
緒
子
（
田
沢
小
）

樋
口
　
　
敏
（
中
里
一
）

村
山
　
尚
樹
（
中
里
一
）

上
原
　
郷
司
（
中
里
一
）

一
般
男
子
成
年

　
　
一
位
　
山
本

　
二
位
杉
谷

　
三
位
　
太
島

一
般
男
子
壮
年

　
　
一
位
　
太
島

　
二
位
太
島
康
太
郎
（
芋

　
三
位
　
山
田

勝
利
（
通
り
山
）

清
之
（
荒
　
屋
）

直
樹
（
芋
　
沢
）

正
八
（
臼
羽
毛
）

　
　
　
　
沢
）

　
満
（
通
り
山
）

　
　
三
位
　
上
原
　
律
子
（
荒
屋
5
年
）

　
　
三
位
　
村
山
　
美
幸
（
田
沢
5
年
）

●
ラ
ッ
プ
賞

　
男
子
　
高
井
　
雅
史
1
分
1
4
秒
1
9

女
子
　
服
部
江
梨
子
－
分
2
2
秒
0
0

平成6年3月10日

　
ま
た
、
二
十
七
日
㈲
は
、
中
里
村

ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
田
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
が
、
同
ス
キ
ー

場
で
開
か
れ
、
次
の
成
績
を
納
め
ま

し
た
。

低
学
年
（
二
～
四
年
）

男
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

女
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

関上服柳富
　原部　井

直
行
（
如
来
寺
4
年
）

佳
佑
（
田
沢
4
年
）

安
成
（
如
来
寺
4
年
）

麻
美
（
田
中
4
年
）

幸
恵
（
上
山
3
年
）

太
島
美
和
子
（
上
山
3
年
）

高
学
年

男
子
一
位

　
　
二
位

　
　
三
位

女
子
一
位

　
　
二
位

（
五
～
六
年
）

村
山
　
達
章
（
東
田
沢
6
年
）

古
同
井
　
雅
史
（
田
中
6
年
）

徳
永
　
俊
之
（
田
中
6
年
）

服
部
江
梨
子
（
如
来
寺
6
年
）

村
山
　
千
春
（
東
田
沢
5
年
）

広報なかさと7



　
三
十
年
間
、
風
雪
に
耐
え
な
が
ら

児
童
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
き
た

清
津
峡
小
学
校
の
木
造
校
舎
が
、
い

よ
い
よ
そ
の
任
を
終
え
る
こ
と
に
な

り
、
今
月
四
日
、
全
校
児
童
と
地
域

住
民
ら
が
参
加
し
て
「
木
造
校
舎
お

別
れ
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
別
れ
会
で
は
、
校
長
、
教
育
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
児
童
を
代
表

し
て
藤
ノ
木
愛
さ
ん
が
「
図
工
の
授

業
中
、
絵
筆
を
洗
う
水
を
大
切
な
校

舎
に
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
歩
く
と
音
の
出
る
廊

下
、
ヒ
ビ
の
入
っ
た
壁
ー
。
私
た

ち
の
成
長
と
学
習
を
し
っ
か
り
見
守

っ
て
く
れ
た
校
舎
に
、
あ
り
が
と
う

と
言
い
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
六
年
生
を
送
る
会
と

新
一
年
生
体
験
入
学
が
行
わ
れ
、
最

後
に
、
地
域
住
民
が
新
校
舎
を
見
学

し
て
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
六
年
生
は
最
後
の
十
日
余
り
を
、

新
校
舎
で
学
習
す
る
予
定
で
す
。

古
い
校
舎
に

「
あ
り
が
と
う
』

感謝の言葉を述べる藤ノ木愛さん

太いはりや柱はそのまま残したいもの

　
　
後
世
に
残
そ
う
カ
ヤ
趣
き
屋
根
の
家

　
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
の
家
を
残
し
ま
せ
　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
今
風
に
再
生
し
、
百
年
ほ
ど
経
っ
た

ん
か
。
太
い
は
り
や
柱
な
ど
、
今
で
　
　
　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
近
代
　
　
家
で
も
二
百
年
は
使
っ
て
も
ら
お
う

は
作
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
カ
ヤ
　
　
的
な
住
宅
に
建
て
替
え
る
方
が
増
え
　
　
と
、
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
住
宅
の
改
築
を

ぶ
き
屋
根
の
家
は
、
造
り
が
豪
快
で
　
　
て
お
り
へ
伝
統
あ
る
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
　
　
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ス
ス
で
黒
く

捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
　
　
の
姿
は
、
消
え
て
い
く
一
方
で
す
。
　
　
な
っ
た
家
で
も
、
は
り
や
柱
な
ど
を

た
、
年
を
追
う
ご
と
に
数
が
減
っ
て
　
　
』
一
級
建
築
士
の
齋
藤
立
美
さ
ん
と
　
　
磨
き
、
壁
を
塗
り
直
せ
ば
、
他
に
は

い
る
た
め
、
高
い
価
値
を
持
つ
よ
う
　
　
藤
田
求
さ
ん
は
、
昔
な
が
ら
の
家
を
　
　
な
い
、
誇
り
を
持
っ
て
住
め
る
住
宅

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
た
だ
新
し
く
す
れ
ば
い
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
地
域
の
財
産
で
も
あ

る
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
住
宅
を
、
少
し
手

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
に
残

し
て
い
っ
て
ほ
し
炉
も
の
で
す
。

　　　　　　　塚

　　　⑯
高道山小学校2年

樋口弘美さん

わたしは、グランドのタイヤと

びがすきです。10このタイヤをト

ントントンととんでいくのは少し

つかれるけど楽しいです。雪がふ

る前、友だちとタイヤとびをした

ことをはんがにしました。

保坂玲太くん（1歳）⑯
道弘・多代子夫妻の長男（宮中）

おじいちゃんの演歌好きがそっ

くりうつった冷太くん。子供の歌

など目もくれず￥歌うのはひたす

ら演歌のみ。レーザーディスクの

向こうに和服姿の美人が映れぱ．

　　　　　らグッとマイクを握って「アー、ア

ー」。こぶしを利かすところにかか

ると、腰を入れて「ウー、ウー」。

まだ歌詞を歌えない冷太くんです

が、演歌の心はすっかり体得済み。

「将釆は演歌歌手だこてえ」とは

師匠のおじいちゃんの弁です。
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仲里村下水道事業は￥平成2年度に事業認可を受け．平成3年

度￥4年度に管渠（暗きよ）布設工事4，442メートル、工事費その

他設計料￥技術料監理費、用地購入費等合わせて4億3，545万円の

事業を行っています。

下水道処理場の進捗状況は￥平成5年度は建設現場の地盤が大

変軟弱で、現地盤に重量構造物の建設はできないということで￥

8月から11月にかけて1億9，673万円の巨費を投じて士壌強化のた

めの士壌改良工事を実施しています。平成6年度にかけては．下

水道処理場と管理棟の建設にとりかかります。そして￥平成7年

度からイーフー帯が一部使用できるようになり、終末処理場は、

礫問接触酸化法（士壌浄化法）を取り入れているため￥この万法

は地下に砕石を入れ士で履ったもので臭気が発生しないことで処

理場周辺の民家に影響が非常に少ないとのことです。

ア
リ
、
本
物
φ

　
「
こ
ん
に
ち
は
ー
。
テ
レ
ビ
に

出
て
い
る
の
と
同
じ
本
物
だ
よ
」
。

　
子
供
た
ち
に
人
気
の
N
H
K
教

育
テ
レ
ビ
の
番
組
「
と
も
だ
ち
い

っ
ぱ
い
つ
く
つ
て
あ
そ
ぼ
」
の
主

人
公
、
ワ
ク
ワ
ク
さ
ん
と
ゴ
ロ
リ

く
ん
が
今
月
一
日
、
南
保
育
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ク
ワ
ク
さ
ん
が
登
場
す
る
と

「
ア
ー
、
本
物
だ
」
と
声
が
上
が

り
、
子
供
た
ち
は
間
近
か
で
見
る

“
ス
タ
i
”
に
大
感
激
。
ワ
ク
ワ

ク
さ
ん
と
ゴ
ロ
リ
く
ん
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
ア
ッ
と
い
う
間

の
四
十
分
間
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

ワ
ワ
“
ん
だ

「このボタンを押せばいやんだと」と滝沢トシさん（田中）

　
老
人
が
気
分
が
悪
く
な
っ
た
と
き

な
ど
に
、
首
に
つ
る
し
た
無
線
発
信

機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
電
話
回
線

を
通
じ
て
自
動
的
に
東
京
の
安
全
セ

ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
民
生
委
員
や
消
防
署
に
連
絡
が
い

く
1
村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
ん
な

緊
急
通
報
装
置
を
、
希
望
に
よ
り
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
十
七
世
帯
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
装
置
は
、
急
病
、
発
作
、
ケ

ガ
な
ど
の
と
き
、
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
に
よ
り
電
話
が
安
全
セ
ン
タ
ー
の

看
護
婦
に
つ
な
が
り
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
状
況
を
聞
き
返
し
て
く
る
も
の
で
、

受
話
器
を
と
ら
な
く
て
も
親
電
話
の

あ
る
階
の
音
は
ほ
と
ん
ど
セ
ン
タ
ー

へ
届
く
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
看
護
婦

が
状
況
を
判
断
し
て
近
く
の
民
生
委

員
な
ど
に
連
絡
す
る
も
の
で
す
。
更

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
し
て
あ

る
近
所
の
方
や
親
族
に
も
、
必
要
に

応
じ
て
連
絡
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
一
回
は

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
世
帯
に
電
話
が
入

り
、
健
康
状
態
や
困
り
事
な
ど
を
聞

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
は
お

よ
そ
五
十
人
。
村
で
は
今
後
も
希
望

に
よ
り
、
二
十
四
時
間
お
年
寄
り
の

安
全
を
守
る
こ
の
装
置
を
、
無
料
で

設
置
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
で
独
居
老
人
も
安
心

広報なかさと　　　平成6年3月10日



罫
、
撃

騨
璽
％

　
　
　
囑
　
　
　
・
“

　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
．

上原重親歯科診療所長の
　　　　　　　　、

、
　
一

　
こ
れ
ま
で
九
回
シ
リ
ー
ズ
で
、

歯
を
失
う
原
因
で
あ
る
「
虫
歯
」

と
「
歯
槽
膿
漏
」
と
は
ど
う
い

う
病
気
な
の
か
、
そ
し
て
こ
れ

ら
二
つ
の
病
気
の
基
本
的
な
予

防
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま

し
た
。

　
既
に
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
改
め
て
こ
れ
ら
二
つ
の
病
気

は
老
化
現
象
の
み
な
ら
ず
、
食

事
や
お
や
つ
の
と
り
方
、
そ
し

て
そ
の
後
の
清
掃
習
慣
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
「
習
慣

病
」
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
の
食
生
活
で
は
、
糖
分

を
含
み
、
や
わ
ら
か
く
、
歯
に

付
着
し
や
す
い
食
品
が
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
歯
の
溝

や
歯
と
歯
の
間
、
そ
し
て
歯
と

歯
肉
の
境
目
（
歯
肉
溝
）
に
蓄

積
し
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
を
引

き
起
こ
す
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
加
工
し
て
い
な
い
硬
い
食

べ
物
を
常
食
に
し
て
い
た
江
戸

時
代
の
庶
民
の
歯
は
摩
耗
し
て

い
た
が
、
歯
を
支
え
る
骨
（
歯

槽
骨
）
の
状
態
が
良
く
、
上
流

貴
族
階
級
の
人
ほ
ど
歯
槽
骨
が

お
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
加
工
し

た
や
わ
ら
か
い
食
生
活
か
ら
の

影
響
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
日
の
歯
科
治
療

で
は
、
虫
歯
に
な
っ
た
部
分
は

樹
脂
や
金
属
な
ど
の
材
料
で
つ

め
た
り
冠
を
か
ぶ
せ
た
り
、
歯
，

の
喪
失
し
た
部
分
は
金
属
の
橋

（
ブ
リ
ッ
ジ
）
や
入
れ
歯
を
い

れ
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
樹

脂
や
金
属
な
ど
の
“
つ
め
も
の
”

や
冠
の
表
面
は
、
生
ま
れ
も
っ

た
歯
に
比
較
し
、
ど
う
し
て
も

表
面
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て
よ
ご
れ

（
歯
垢
）
が
付
着
し
や
す
く
な

？
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
リ
ッ

ジ
や
入
れ
歯
は
、
生
ま
れ
も
つ

た
歯
と
は
形
が
異
な
る
た
め
に
、

よ
ご
れ
が
た
ま
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
も
し
読
者
の
中
に
、

冠
や
入
れ
歯
な
ど
の
人
工
物
を

入
れ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
ご
自
分
の
歯
が
あ

っ
た
頃
よ
り
も
な
お
一
層
、
お

口
の
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
身
体
髪
膚
コ
レ
ヲ
父
母
二

受
ク
。
敢
テ
殿
傷
セ
ザ
ル
ハ
孝

ノ
ハ
ジ
メ
ナ
リ
」

　
大
意
は
、
自
分
の
体
は
す
べ

て
両
親
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
髪
の
毛

一
本
、
歯
一
本
で
も
大
事
に
す

る
こ
と
が
親
孝
行
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
親

　　ノ、
　　　　略

¢4ゴ＝つ

が
轡

　
　
‘
　
　
　
　
、
げ

か
ら
も
ら
っ
た
も
の
が
最
高
の

も
の
で
、
こ
れ
を
自
分
の
不
養

生
、
不
摂
生
、
不
注
意
で
失
わ

な
い
よ
う
に
、

①
健
康
管
理
に
気
を
配
る

　
過
労
、
深
酒
、
無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
な
ど
は
全
身
の
抵
抗
力

を
低
下
さ
せ
ま
す
。
感
染
に
対

す
る
抵
抗
力
の
低
下
は
、
お
口

の
病
気
を
悪
化
さ
せ
や
す
い
。

②
食
生
活
に
注
意
す
る

③
歯
み
が
き
で
お
ロ
の
中
を
き

　
れ
い
に
す
る

④
異
常
や
疑
問
を
感
じ
た
ら
、

　
ま
ず
受
診
す
る

　
以
上
で
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
終

　
了
と
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
理
手
続
き
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

第
1
次
受
付
日

　
4
月
2
5
日
㈲
か
ら
2
8
日
㈲

第
2
次
受
付
日

　
5
月
9
日
㈲
か
ら
1
3
日
㈹

受
付
時
間
午
前
1
0
時
及
び
午

後
1
時
か
ら
。
但
し
、
木
曜
日

の
受
付
は
午
前
の
み
。

そ
の
他
　
第
2
次
受
付
日
以
降

の
帰
省
者
及
び
、
特
別
な
事
情

の
あ
る
方
は
、
事
前
に
職
安
ま

で
連
絡
の
う
え
、
来
所
く
だ
さ

い
。
第
1
、
第
2
次
受
付
日
に

来
所
で
き
な
い
方
は
、
木
曜
日

を
除
く
午
後
1
時
か
ら
受
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
公
共
職

業
安
定
所
　
盈
5

7
1
2
4
0
7

難
ぺ

貸
し
た
い
人

　
農
地
を
貸
し
た
い
人
、
売
り

た
い
人
は
農
地
銀
行
（
農
業
委

員
会
）
に
相
談
す
れ
ば
責
任
を

も
っ
て
、
そ
の
農
地
の
借
げ
手
、

買
い
手
を
さ
が
し
て
く
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
小
作
料
は
適
正
な
額

が
設
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、

貸
し
た
場
合
は
期
限
が
く
れ
ば

ま
ち
が
い
な
く
農
地
が
返
還
さ

れ
る
な
ど
、
農
業
委
員
会
が
公

的
な
立
場
で
農
地
の
利
用
調
整

を
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

借
り
た
い
人

　
農
地
を
借
り
た
い
、
買
い
た

い
人
は
、
そ
の
希
望
条
件
を
農

地
銀
行
に
登
録
し
て
お
け
ば
希

望
に
沿
つ
て
農
地
を
さ
が
し
て

く
れ
、
規
模
拡
大
が
ス
ム
ー
ズ

に
図
れ
ま
す
。
特
に
、
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
「
経
営

規
模
拡
大
計
画
の
認
定
を
受
け

た
方
（
認
定
農
業
者
）
」
に
は
、

優
先
的
に
農
地
を
あ
つ
せ
ん
し

ま
す
。

集
落
の
外
で
貸
借
し
た
い
人

　
例
え
ば
、
農
地
を
貸
し
た
く

て
も
自
分
の
集
落
に
借
り
手
が

い
な
い
場
合
や
、
近
く
の
集
落

で
農
地
を
借
り
た
い
場
合
な
ど

に
も
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

遊
休
農
地
で
困
っ
て
い
る
人

　
兼
業
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

自
分
の
農
地
が
遊
休
、
荒
廃
化

し
て
困
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の

農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
（
農

地
銀
行
支
店
長
）
又
は
農
業
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

歯
科
鐵
灘
灘
騨

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
っ
た
歯

科
診
療
所
が
、
今
月
1
7
日
か
ら
、

役
場
と
国
道
を
は
さ
ん
で
向
か
い

側
に
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
移
転
し
ま
す
。

○
新
し
い
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
一
階

○
開
診
目
　
3
月
1
7
日

○
電
話
番
号
　
6
3
1
2
4
8
8
番

　
（
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

※
移
転
に
伴
い
、
次
の
期
間
休
診

　
し
ま
す
。

○
休
診
期
間
　
3
月
1
1
日
㈹
か
ら

　
3
月
1
6
日
㈱
ま
で

　
　
　
　
　
　
麟
響
い

県
立
病
院
で
は
、
平
成
6
年
4

月
か
ら
す
べ
て
の
土
曜
日
の
外
来

を
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

○
病
棟
部
門
は
今
ま
で
ど
お
り
開

　
い
て
い
ま
す
。

○
急
患
の
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り

　
診
察
し
ま
す
．

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

ゆ
轟
難
懸
鍵
さ
あ

と
が
闘
灘
獺
雛
響

　
中
里
コ
ン
サ
i
卜
協
会
が
主
催

す
る
村
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

基
金
活
用
事
業
、
「
ゆ
き
ど
け
こ
ん

さ
あ
と
」
が
、
次
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

目
時
　
3
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
6
時
3
0
分
開
場

　
　
　
　
　
午
後
7
時
開
演

場
所
∪
モ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容
藤
原
歌
劇
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
ヴ
ォ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料
　
小
・
中
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円

　
　
　
　
お
と
な
　
　
8
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
公
民
館
、

都
屋
書
店
、
だ
る
ま
や
文
具
店
、

波
輝
、
∪
モ
ー
ル
ヘ

問
い
合
せ
　
暦
6
3
－
2
7
8
8
番

　
　
　
　
　
　
　
池
田
さ
ん
ヘ

ユ
リ
．
錨
花
、
纐
』

　
　
　
　
愛
称
懲
募
集

　
中
里
村
切
り
花
組
合
で
は
、

様
々
な
種
類
の
ユ
リ
の
花
を
生
産

し
、
京
浜
及
び
関
西
方
面
の
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
こ
の
ユ
リ
の
花

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
愛
称
と
キ
ャ
ツ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

愛
称
●
漢
字
3
文
字
以
内
（
例
、

　
　
　
津
南
町
で
は
雪
美
人
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
●
1
0
文
字
以

　
　
　
内

応
募
の
万
法

葉
書
に
愛
称
及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
書
き
、
3
月
31
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　
中
里
村
上
山
　
中
里
村

　
　
　
　
農
協
営
農
課

賞問
い
合
せ

愛
称
部
門
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
部
門
と
も
、
最
優
秀
1

名
に
1
万
円
ず
つ
差
し
上
げ

ま
す
。

※
愛
称
及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

　
ー
ズ
の
使
用
に
関
す
る
一

　
切
の
権
利
は
主
催
者
に
帰

　
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
　
　
中
里
村
農
協
営
農
課

　
　
　
智
6
3
－
2
5
2
5
番

中
里
芸
能
鰯
毯

シ
し
飛
戯
羅
無
禦
募
集

　
中
里
芸
能
協
会
は
、
村
内
の
民

謡
、
舞
踊
、
コ
⊥
フ
ス
、
詩
吟
、

大
正
琴
、
清
津
峡
樽
ば
や
し
等
を

愛
好
す
る
団
体
の
集
ま
り
で
す
。

　
協
会
設
立
3
年
目
に
あ
た
り
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
B
5
判
縦
長
の
用
紙

に
、
縦
横
1
0
㎝
ほ
ど
の
マ
ー
ク
を

描
い
て
く
だ
さ
い
。
多
色
も
可
。

余
白
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　
中
里
村
田
中
　
吉
楽
タ

　
　
　
　
ケ
ノ
さ
ん

締
め
切
り
　
3
月
1
5
日

賞
1
等
（
採
用
）
1
万
円
、
佳

　
　
作
2
点
　
図
書
券
（
2
千
円
）

問
い
合
せ
　
干
溝
　
広
田
公
男
さ

　
　
　
　
　
ん
盈
6
3
－
3
4
5
4

㎜
…
…
　
…
欝
…
　
｝

鶏｛江・護長男｝干溝

叡石澤里力美長男｝荒屋

範｛片岡狸長男｝山崎

繍
死
亡
懸
鋤
㊧
の
D
の
D
の
D
鋤

　
　
羅
侶
佑
侶
侶
俗
侶
σ
⑲
侶

治繁島中

渡邉正利
吉樂トク
樋ロキノエ

保坂フミ
小坂スガ
井ロトメ
渡邊孫正
服部辰治
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

4件

O人

4人

●交通事故件数

　　473日
（2月末累計）

●傷者
●死亡事故ゼロ

◎妊婦健診・母親学級

　3月麹日㈱　上村病院

　妊婦健診（受付）13：00－13：30

　母親学級（内容）安産体操と

　　　　　　　　　　　乳房の手当

平成6年3月10日広報なかさと11



青春してます

騰
簸

　
覆
欝
ー
蒙

翼ザ

人材育成研修報告会・

人材育成セミナー開催

　人材育成事業研修報告会と

合わせて￥人材育成セミナー

を開催します。

　報告会は、平成5年度に人

材育成事業を利用した個人・

団体の皆さんから、研修した

内容を報告していただきます。

　また、セミナーは、北海道

大学農学部教授をお招きして、

先進地視察を行う上でのノウ

パウを講義していただきます。

目時3月22日（火）

　　　　午後7時～10時

場所総合センター

当間山スキーツアー

期日3月20日（日）

費　用　大人　1，000円

　　　　子供　　500円

申込み　3月15日αり’

久保田さおりさん

集落山崎
昭和47年7月24日生まれ　21歳

星座獅子座
血液型　A型

身長151cm
　さおりさんは昨年から、十日町

市の森林組合にお勤めです。趣味

は読書とドライブ。読書はジャン

ルを問わず、暇さえあれば読むと

いう大の読書家。また、車の運転

も大好きで、通勤の運転も楽しい

というほど。ただ「方向オンチな

ので、柏崎のフィッシャーマンズ

ケープヘ行くはずが長岡へ行っち

ゃった」ことも。2人姉妹の長女
で、只今お花を習って花嫁修行中。

結婚は「時期が来たら」。

　　　　智65－3161津南病院　（津南町）

　　　　智57－3018中条病院　（十日町市）

㊦山・医院禅箭謝

㊧
㊧
㊧

東
京
の
M
新
聞
本
社
か
ら
、
雪

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
あ
る
大
学
教

授
に
よ
る
と
、
最
近
、
雪
は
い
や

だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
必
要

な
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ヘ
変
わ

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
う
思
う
か
」
と
い
う
内
容
。
最

近
は
小
雪
で
あ
る
こ
と
や
小
型
除

雪
機
・
耐
融
雪
屋
根
の
普
及
、
ま

た
、
周
辺
の
ス
キ
ー
場
で
働
く
人

も
多
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
「
確

か
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
答
え
た
も
の
の
、
皆
さ
ん
の
イ

メ
ー
ジ
は
い
か
が
で
す
か
。

　
と
も
あ
れ
、
暖
か
い
春
の
陽
ざ

し
も
す
ぐ
そ
こ
。
冬
の
厳
し
さ
な

ど
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
一
甲剛
タ

　，
～
ン

日即
レ
3
カ

10（木）

11働
心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター2階（D13：30～16：00

12（土）

家庭介護教室　合デイサービスセンター
∈）13：30～15：00

雪原カーニバル　合清津スキー場

㊦18：10～20：55

13（日） 雪原カーニバル　合清津スキー場
（Dg：00～14：30

14（月） 交通事故相談　合十日町市役所

010：00～14：00（受付）

15㈹

16㈱

17休）

18働

妊婦健診・母親学級　合上村病院
（工）13：00～13：30（受付）

心配ごと相談（山田虎一）合デイサービス

センター2階（D13：30～16：00

19（土）

20（日） 当間山スキーツアー　合総合センター集合

（D7：30～

21（月） 春分の日

22㈹

23㈱

24（木）

25働

心配ごと相談（村山篤稔）　合デイサービス

センター2階（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

停電（通り山の一部）（D9：00～12：00

村内小学校卒業式

※変更叢る場響藻あ璽ま離。御鶏の際ぽ確認蓬

　　　　　　　　　　　欝i撫幾難磯隷誘◎

　　　　　　　妻有映画祭が開催されます

◎期　　日　3月23目㈲～27目（日）◎場　所津南町公民館ホール

◎上映時間　23日、24日、25日……午後7時～9時

　　　　　26日（昼の部）午後2時～5時　　（夜の部）午後7時～9時

　　　　　27日（昼の部～タ万の部通し）午後2時～7時

世帯数1，640（一2）人ロ男3，348人（＋1）女3，362人（一4）計6，710人（一3）2月末現在
（）は前月比
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